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(1)  余弦定理より，
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(2) 2 2(cos ) (sin ) 1B B  なので，
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であり，0 180B  より sin 0B 
であるから，
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(3)  三角形 ABCの，辺 ABを底辺とした
ときの高さはBC · sin Bである．
よって，
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(4)  正弦定理より，
2 sin ACR B 

であるから，
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(5)  三角形 ABCを内心 Iで三角形 IAB, IBC, 
ICAに分割すると，内接円の半径 rは
これらの三角形の AB, BC, CAを底辺と
したときの高さになる．よって，
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と表せる．

(3)より， 20 3S  なので，
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(1)  ABC= とおくと、 1 (1),(2)の結果

から、 cos , sin11 4 3
13 13

   である。

これより、加法定理を用いると、
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(2) (1)の結果をふまえて、三角形 ABDに
余弦定理を用いれば、
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